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1. はじめに 

2020 年始めから世界で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症は、国内、国外を問わずひと

びとの往来を大きく制限している。その結果、テレワークやリモートでの活動が全世界的に一気に普

及し、様々な業務や活動のあり方に劇的な変化を及ぼした。 

大学の諸活動もその例外ではなく、大学への入構制限、オンラインでの授業の実施、課外活動の制

限など、特に新 1 年生には入学前に描いていたものとは全く異なるキャンパスライフを強いられ、大

きな精神的・経済的な負担を受けることとなった。海外から日本へ、日本から海外への留学も 2021 年

2 月現在において渡航を伴うものはほぼ全面的にストップし、プログラムの中止・延期や、オンライン

国際教育への転換が図られている。 

2021 年 2 月において、日本の大学の完全にオンラインを前提とした海外からの留学生の受入、特に

正規生の受入についてはまだまだ整備の途上ではあるが、渡航が再開されることに備えて留学生のリ

クルーティングは多くの大学で粛々と続けられている。 
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筑波大学は 2015 年より「留学コーディネーター配置事業」、次いで「日本留学海外拠点連携推進事

業」（以下「本事業」）の委託を受け、ブラジル、ペルー、コロンビア、アルゼンチン、チリを中心と

した南米諸国において「オールジャパン」での留学生リクルーティング活動を展開してきた（森尾ほ

か、 2017；森尾、2020）。当初、ペルーのサテライト拠点およびブラジルのサブ拠点の新設と、両国

へのコーディネーター、サブコーディネーターの長期派遣を計画していたが、コロナ禍での渡航制限

のため、2020 年度中の拠点のソフトオープンの目途が立ったものの、要員の派遣の見通しが立ってい

ない（森尾、2020）。そのため、現地高校・大学、関連機関訪問を通した周知広報活動といった「足で

稼ぐ」手法が全く使えず、新たなアプローチを日々模索しながら進めている。また、これまで現地開

催を原則としてきた「日本留学フェア」もオンライン開催に転換しつつ、単なる情報のオンライン配

信に留まらない現地学生と日本の大学のインタラクションをいかに創り出すかについても試行錯誤を

繰り返している。 

本稿は、本事業の南米展開におけるオンライン留学フェア開催を軸としたオンラインリクルーティ

ングの取組を紹介し、これまでの活動で得られた教訓を共有するものである。 

 

2. オンライン留学生リクルーティングへの転換 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の 2020 年初頭からの全世界への蔓延および同年 4 月の日

本政府による緊急事態宣言の発出を受けて、筑波大学の教職員・学生の海外渡航を見合わせることと

なり、本事業のみならず本学独自の海外学生リクルーティング活動も日本から教職員を派遣しての留

学フェア開催などの現地活動から、Web、SNS 等を活用したオンラインによるリクルーティングへの

転換を余儀なくされた。その中で、筑波大学へのリクルーティングについてはウェビナーの導入を検

討 し 、 試 行 期 間 を 経 て 2020 年 9 月 か ら 本 格 的 に ウ ェ ビ ナ ー を 実 施 し て い る

（http://www.global.tsukuba.ac.jp/online-webinars）。 

これまでのウェビナー形式による筑波大学留学フェアの経験により、一定数の当日参加者を得るた

めには、出張・対面形式での広報活動に比べ桁違いの、数万人、時には百万人単位を対象に広報する

必要があることがわかっている。例えば、米国の高校生を対象としたフェアでは、Facebook を利用し

たフェアの告知を 91,000 名に送付したうち、フェアの参加登録 Web ページへの訪問数が 3,600 名、

参加登録者数が 110 名、参加者数が 107 名と極めて「歩留まり」の悪い結果となっており、他地域も

同様の傾向が見られた。そのために、これまでの本事業で築いてきた現地高校・大学、機関・団体の

人脈に加え、日本留学に興味を持つ不特定多数の層にアプローチしなければならない。また、想定さ

れる参加者である現地の学生・保護者層に受け入れられるオンライン留学フェア開催の経験・ノウハ

ウの蓄積も不十分であったため、我々は海外留学に興味を持つ南米の学生対象の留学マーケティング、

留学フェア実施経験を持つ企業をパートナーに事前広報活動、フェア開催を行うこととした。 
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業者の選定に当たっては、南米を市場とするオンラインイベント会社、オンラインマーケティング

会社 9 社を比較検討して最終候補 2 社に絞り、オンライン留学フェアの企画、事前広報、実施、事後

のフォローアップの一連の流れにおけるタスクを細分化し、それぞれのタスクにおける 2 社のパフォ

ーマンスをスコア化して検討した結果ブラジルの教育マーケティング・イベント会社である Spiible 社

（https://spiible.com）を選定した。 

南米対象のオンライン留学フェア開催で、日本の大学の参加の点で最も懸念されることは時差の問

題である。日本と南米諸国の時差は 10〜12 時間あり、これまでの現地開催のフェアのように現地時

間の午前〜午後に開催することは日本の大学の負担を考えると現実的ではない。しかしながら事前収

録の動画を放映するだけの参加者と大学のリアルタイムでのコミュニケーションがないフェアでは集

客が見込めないとの業者のアドバイスにより、フェアはブラジル現地時間午後 7 時（ペルー現地時間

午後 9 時、日本時間午前 7 時）からのリアルタイム開催とした。開催時刻決定に先立って、7 月に開

催した南米留学生受入校連絡会において、各大学にオンラインフェア開催の計画を告知し、日本時間

の早朝からのフェアに参加が可能かどうかアンケート調査を行い、参加可能との多数の回答を得たこ

とから、開催を正式に決定し、準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

3. オンライン留学フェアの開催 

オンライン留学フェアはポルトガル語圏であるブラジルと、スペイン語圏諸国を対象とするものの

二本立て構成とし、現地の学年暦等を考慮に入れ、それぞれ 2020 年 11 月 12 日および 11 月 19 日に

開催することとし、8 月より本格的な準備を行った（表 1）。本事業側と Spiible 社の役割分担体制も、

本事業側が日本の大学、日本大使館など関連機関、帰国留学生との連絡調整および広報、日本留学に

関するコンテンツ提供を、Spiible 社が現地での学生、各種学校向け広報と参加者募集、現地インフル

エンサー等のイベント協力者との連絡調整、事前広報、プレイベント（事前ウェビナー）、フェアのプ

ラットフォームのデザインと提供・技術サポート、プレイベントとフェアの進行を担うことと定めた。 

フェアの事前広報ならびに日本留学への関心を惹起するために、様々な機会、広報ツールを活用し

た。8 月下旬〜9 月に現地の高校、留学マーケティング会社が主催する海外留学フェアに参加し、日本

留学の魅力をアピールした。また、YouTube、Facebook、Instagram による広報ならびに日本大使館、 

表 1．オンライン留学フェアの準備・実施スケジュール 

準備（8 月中旬〜10 月中旬） 
 参加大学からの資料収集 
 フェア用 Web ページ作成 
 フェアの事前広報 

広報・プレイベント（10 月中旬〜11 月中旬） 
 Web ページ、SNS 等による広報 
 プレイベントによる日本留学に関する情報発信 
 Web ページ上での大学の情報発信 

留学フェア（11 月 12 日、19 日） 
 日本留学ウェビナー 
 バーチャルテーブルによる個別相談会 

事後フォローアップ（11 月下旬〜12 月） 
 アンケート調査による参加者動向の分析 
 参加者からの問い合わせ対応 
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ジャパンハウス等の日本関連機関、ニッケイ新聞のような日系現地紙、

YouTubeやSNSなどで日本に関わる情報を発信しているインフルエ

ンサーを通じたフェアの広報を行った。フェアの告知は総計 994,000

名に送付し、うち、32，900 名がフェアの参加登録ページを訪問した。 

フェアへの参加登録および情報発信のために、特設 Web ページ（ポ

ル ト ガ ル 語 版 https://www.feiradojapao.com 、 ス ペ イ ン 語 版

https://www.feriadejapon.com）を開設し、閲覧者の目に止まるようサ

ーチエンジン最適化を行った。Web ページには、フェアの告知、参

加申し込みフォームに加え、ブログ形式で日本留学に関する豆知識的

な情報や、各大学の特徴的なプログラム情報を発信した。また、参加

大学毎にページを設け、大学の概要、紹介ビデオ、パンフレットを掲

載した（図 1）。 

フェア開催 1 か月前となる 10 月 20 日からフェア前日まで、「プレ

イベント」として毎週 2 回、日本時間午前 8 時（ブラジル現地時間午後 8 時、ペルー現地時間午後 10

時）から 1 時間程度のポルトガル語あるいはスペイン語によるライブウェビナーを Facebook および

YouTube で配信した。プレイベントは Spiible 社所属の MC が司会進行を務め、本学のブラジル人、

ペルー人担当職員およびゲストとして留学生、同窓生、現地日本語教員などが出演し、日本留学の概

要、奨学金、日本での生活・文化、日本語学習、日本でのキャリアと就職活動と言った、日本留学に

関する基本情報や参加大学の教育プログラムを紹介するものである。加えて、ジャパンハウスやイン

フルエンサーによる日本食や観光などの日本の紹介を行った。ウ

ェビナーのライブ感を演出するために、視聴者からチャットで質

問を受け付け、出演者がそれに答えた。各番組は録画視聴を含め

ると各回 100〜250 名程度の視聴者を集め、うち奨学金を取り扱

った番組が最も多く視聴された。面白いことに、全番組を通して

ブラジルでは YouTube での、スペイン語圏諸国では Facebook での視聴者が多い傾向を見せており、

オンラインメディアでの広報にあたっては、南米一律の対応ではなく、各国のメディアの嗜好性を加

味すべきことが浮き彫りとなった。プレイベントはフェアへの関心を高めることと同時に、日本およ

び日本留学への具体的な理解を促すことで、フェア当日で奨学金などの「よくある質問」への対応に

追われることなく、教育プログラムの内容などより個別的、具体的な相談に集中出来ることとなった。 

 プレイベント開催により、参加登録者は 13,200 名にのぼり、プレイベントを行わなかった前述の北

米へのウェビナーの場合（フェア参加ページ訪問者 3,600 名中参加登録者数が 110 名（3.7%））に比

べ、フェア参加ページ訪問者に対する登録者の割合（40%）がはるかに高く、プレイベントの効果が

 

 

図 1．留学フェア広報用 Web ページ。 

 
図 2．プレイベントの様子。 
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あったと考えられる。また、南米の若者はホームページに掲載された情報を読むだけでなく、オンラ

インで説明を聞き、質疑応答をその場で行える形式を好むことがわかった。加えて、プレイベント期

間中に Facebook および電子メールでの問合せが 480 件あまり寄せられた。主な問合せ内容は大学・

英語でのプログラムについての詳細情報、大学への出願方法、奨学金であった。 

オンライン留学フェアはウェビナーと個別相談会を並行して行った。ウェビナーでは主催者および

日本大使による挨拶の後、参加者が自分の興味のある分野に関連する大学を探しやすいように、人文･

社会科学、理工学、医学・バイオサイエンス、芸術学など、分野毎に参加大学が有するプログラムの

概要紹介を行った。個別相談は、Spiible 社が用意したバーチャルテーブルによるオンラインコミュニ

ケーションプラットフォーム Airmeet (https://www.airmeet.com)を用いた。Airmeet はテーブル毎に少

人数が集まる立食パーティ形式を模したシステムであり、参加者は 2〜8 名掛けのバーチャルなテーブ

ルに着席し、チャット、ビデオ会話によるテーブル毎のローカルな会話が出来るようになっている（図

3）。このテーブルをバーチャルなブースとして利用し、参加校・機関に割当て、個別相談会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別相談会には 15 大学、日本大使館、日本学生支援機構、実用日本語検定（J.TEST）ブラジル事

務局が出展し、ブラジル向けフェアに 800 名、スペイン語圏諸国向けに 1,200 名の参加者を得た。ブ

ラジル向けフェアには現地開催ではなかなかアクセス出来ない内陸部の州を含め、ほぼ全ての州から

の参加者があった。最も参加者が多かったのは南東部のサンパウロ州が 1,852 人と圧倒的に参加者が

多かった。他方スペイン語圏諸国向けには本事業における重点国であるペルー（4,419 人）、コロンビ

ア（2,344 人）、アルゼンチン（1,187 人）、チリ（871 人）からの参加者が全体の 97％を占めていた

が、他の南米諸国やメキシコからの参加者（ブラジル向けのフェアで、300 人、スペイン語圏向けで

178 人）もあった。 

 

図 3．Airmeet を用いたオンライン個別相談。 
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各テーブルには参加者が殺到し、参加者がなかなか着席出来ない、参加者が席を埋め尽くしたため

に説明者が着席出来ない事態が発生し、急遽テーブルを追加するといった技術的なトラブルが発生し

たが、参加者は熱心に相談や情報収集を行い、終了予定時刻を過ぎても居残っているテーブルもあっ

た。また、参加者の間で独自に SNS グループを立ち上げ、テーブルに着席出来なかった参加者同士が

空いているテーブルで情報共有をする場面も見られた。また、急遽テーブルの代わりにウェビナーを

開催する（各国日本大使館）、解決策も行った。 

参加者の属性や満足度を調べるために、フェア参加者にアンケート調査を行った。参加者の年齢は

17 歳から 35 歳に及び、平均年齢は 21〜22 歳であった。フェアを知ったきっかけに関する問いにつ

いては、回答者の 25％が Instagram、次いで 20％がインフルエンサー、15％が Facebook を通じてで

あった。留学を希望する課程は修士課程が回答者の 38%と最も多く、次いで学士課程が 20%を占める

一方、博士後期課程、短期留学はいずれも 13％に留まった。留学に際して文部科学省国費外国人留学

生制度を必要とするかについての問いについては、10 段階中平均 3.75 の非依存度を示しており、同

制度への強い期待と依存が見られた。 

フェアに関する満足度については概ね好感を持っており、特に日本の大学関係者と直接話しが出来、

様々な質問に対して丁寧に答えてくれたことへの満足度が高かった。また、ライブイベント形式に対

しては高い支持を得た。他方、テーブルになかなか着席出来ず全ての大学の説明を聞けなかったなど、

テーブルへのアクセスに対する不満が多く、プラットフォームの選定や活用に課題が残った。 

他方、参加大学に対するアンケート調査では、フェアの形式や参加者の質に高い満足度が得られた

ものの、現地参加者の回答同様、テーブルへのアクセスや参加者情報の入手などプラットフォームや

技術サポートに対する改善の要望が多数見られた。Airmeetは実際のイベントのように直感的にテーブ

ルに着席し、テーブル間を移動することが出来る利点を有するが、カクテルパーティ的な利用を想定

した仕様のため、テーブルの席数の制限や出展者と参加者のアクセス権限上の差がないなど、技術上・

仕様上の制約があるため、運用上の工夫や Zoom のブレイクアウトルームあるいはバーチャル展示会

としての機能を強化したAirmeet Conferenceなど他のプラットフォームの活用などを検討する必要が

ある。 

 

4. オンライン留学フェア実施の教訓 

オンラインでの留学フェアは長時間の移動により少なくとも 1 週間の出張日程を組まなければなら

なかった現地開催フェアに比べ、拘束時間と費用の軽減効果から、参加大学が劇的に増える効果をも

たらした。また、会場の手配の必要がないため、開催日時の調整も自由度が増す結果となった。現地

参加者にとっても会場への移動の制約がなくなるため、インターネット接続環境があればどこからで

も参加出来るというメリットを有し、これまでの懸案だった地方在住の学生への情報の伝わりにくさ
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の問題の緩和につながる。 

他方、オンライン開催による対象地域の拡大は、フェアの周知広報対象の拡大を意味する。前述の

通りオンラインでの広報の歩留まりの悪さから10万〜100万人単位の大規模な周知広報のための相当

規模の資源の投入と、デジタルマーケティングの活用など、これまでとは異なる発想での広報活動が

必要である。現地の学生・保護者等関係者の興味を惹く戦略的・効率的な広報活動を行うためには、

本事業で実施したように現地を知る外部業者との連携も選択肢として検討の余地がある。その際には、

フェアのコンセプトやどのような層を対象とするのか、どんな情報を伝えたいのか、そして実務面に

おいては、スケジュール感や契約など仕事の進め方について、業者と共通理解を形成することが極め

て重要である。本事業においても、業者側が良かれと思って提案した仕様の変更が却って多方面への

調整を余儀なくされたことや、ビジネス習慣の違いによる齟齬の発生が見られた。 

オンラインフェアのプラットフォームの選択については、PC、スマートフォンなど現地参加者が利

用するデバイスならびにインターネット回線の状況に強く依存するが、ビデオ通話でなくテキストチ

ャットであっても、説明者とのリアルタイムでのやりとりが出来る状況が、参加者のモチベーション

維持には望ましい。今回のプレイベントのように説明者と参加者との直接のやりとりでなくとも、参

加者の質問やコメントをチャットで受け付け、適宜紹介、回答する形も有効であった。 

現地に出張しての留学フェア開催に比べオンラインでのフェア開催は、会場という空間の制限がな

くなり、夕方〜夜にかけての家族が集まる時間帯に開催することを可能にした。反面、時差による日

本側参加者の勤務時間管理が課題である。フレックス制の活用など、教職員の身体的負担軽減を今後

考えていく必要がある。 

 

5. おわりに 

オンライン留学フェアなどオンラインでの留学生リクルーティングは、新型コロナウイルス感染症

による渡航制限下での代替的施策だけではなく、リクルーティング活動の新しい選択肢として渡航制

限が緩和された後も定着すると考えられる。現状では試行錯誤の段階ではあるが、今後グッドプラク

ティスやノウハウが蓄積すると共に、新たなプラットフォームや VR、アバターの活用など、オンライ

ンならではの活動形態も急速に拡大・発展していくであろう。本稿がオンライン留学生リクルーティ

ング活動を進める上で参考例のひとつとなれば幸いである。 
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